みずほ情報総研株式会社
令和元年度社会福祉推進事業「生活困窮者自立支援制度における県域研修の普及・促進に向けた調査研究事業」
【主任】Ｄ．生活困窮者支援を通じた地域づくり（原田正樹氏作成） 

演習
	ケースの概略：
　ゴミ屋敷状態の家があるとして近隣住民から苦情を受け、自立相談支援機関の相談支援員が訪問した。なかなか本人に会うことができず、定期的に訪問しながら、近隣からも本人についての情報を得ることができた。外に働きに出ているようで数日留守にすることも多い。家賃の滞納などはないため、大家も片付けるよう強く伝えることができずにいる。
相談開始時にわかっていたこと：
【本人】

・女性

・年齢不詳

・一人暮らし

・猫を飼っている

・外に働きに出ている様子

【周囲】

・向かいの住人A：困っている

・隣の住人B：怒っている「行政がゴミを片付けるべき」

・斜め前の住人C：協力的（猫の話題等で唯一、会話あり。ボランティア活動をしている）

・大家：家賃の支払い時に会う程度

・民生委員：ときどき様子を見にきているが、会えていない


	■エコマップの作成について

中心に本人を置き、その周りに関係性のある人物や機関を配置して、関係性を線でつなぎます。

【関係性の線】　　　　　　　　　　　　　　【エコマップの例】
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１．相談開始当初のエコマップ①（最初に訪問する前）を下に作成してください。
	


２．まず、相談開始当初（最初に訪問する前）の状況について以下の「プロセスレポート」に記入してください。さらに、事例のその後の
展開（訪問から現在に至るまで）について聞きながら、「プロセスレポート」を埋めていきましょう。

プロセスレポートシート
	本人のニーズ・状況
	支援員の働きかけ
	地域・近隣住民

	
	
	


３．作成したプロセスレポートを参考にしながら、事例展開後のエコマップを作成してください。
	


４．作業を振り返り、支援員として大切だと感じたことを書きとめてください。
	




地域づくりに向けて支援員にどのような働きかけが求められるのか、グループで話し合ってみましょう！
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